
本文に「氏名」、「所属」、「参加人数」を記載のうえ、
innovation@ostc.okinawa.jpに
メール送信してください。

沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業
（沖縄県委託事業）　

研究発表会
沖縄の伝統食と
自然に関する

事前のお申し込みが必要です

メール

〒904-2234 沖縄県うるま市州崎5-1 沖縄バイオ産業振興センター215号
TEL：098-921-2500　FAX：098-921-4700

公益財団法人沖縄科学技術振興センター

国立大学法人琉球大学／沖縄工業高等専門学校

右のQRコードまたは下記URLか
らお申し込みください。
https://www.ostc-okinawa.org/

フォーム

申込方法

主 催

後 援

泡盛蒸留粕の機能性と
有効利用について

琉球大学農学部 亜熱帯生物資源科学科
平良東紀 教授

13:40-14:10

島ラッキョウエキスの
機能性について
沖縄工業高等専門学校
藏屋英介 技術専門員

14:10-14:40

沖縄の美しいサンゴ礁の
遺伝的多様性維持に向けて

琉球大学理学部
竹村明洋 教授

14:55-15:25

ハブ毒に対する
治療薬の開発について
琉球大学熱帯生物圏研究センター

玉城志博 助教

15:25-15:55

定員
70名
参加費無料

2021年１月26日 13：30～16：00
（13：00開場）

沖縄ハーバービューホテル 彩海の間

日 時

場 所

火



沖縄科学技術イノベーション
システム構築事業とは

琉球大学農学部亜熱帯生物資源科学科　教授 平良東紀氏
九州大学大学院博士課程修了 博士（農学）
琉球大学農学部助教、准教授を経て2015年より現職。
応用微生物学及び酵素科学における基礎から応用までの研究として抗カビ酵素の研究、泡盛古酒香生成メカ
ニズムの解析、乳酸菌飲料・ヨーグルトに関わる乳酸菌及び腸内細菌叢解析、県内企業と発酵食品開発、泡盛
蒸留粕の有効利用に関する研究等を行っている。

沖縄工業高等専門学校　技術専門員　 藏屋英介氏
熊本大学大学院博士課程修了 博士（工学）
横浜国立大学文部技官を経て2005 年より現職。
シークヮーサージュース残渣種子からの保湿成分含有化粧品素材開発、島ラッキョウ濃縮エキスの機能性に関
する研究等、沖縄県産品の機能性成分、香気成分及び機能性評価や工学的なアプローチから沖縄に関する自
然環境保護のための研究を行っている。

琉球大学理学部　教授 竹村明洋氏
北海道大学大学院博士課程修了 博士（水産学）
琉球大学熱帯海洋科学センター助手を経て2009 年より現職。
サンゴ礁魚類に多く見られる月周性や潮汐性の産卵リズムの成立機構の生理学的な解明、魚類の卵黄形成機
構、サンゴ礁魚類の繁殖特性の解明等海洋生物の内分泌に関する研究等を行っている。

琉球大学熱帯生物圏研究センター　助教 玉城志博氏　
鹿児島大学大学院博士課程修了 博士（農学）
琉球大学熱帯生物圏研究センターポスドク研究員を経て２０１６年より現職。
家畜や養殖魚のウイルス性および細菌性感染症に対する組換えタンパク質性ワクチン開発、感染症や蛇毒に
対する抗体医薬および診断薬開発に関する研究等を行っている。

□公益財団法人沖縄科学技術振興センターで
は、沖縄県からの委託を受け、県内大学等の
研究シーズと県内外企業ニーズのマッチング
を図り、事業化・製品化を目指した産学連携共
同研究等の取組を支援しています。

□2015年度から2020年度の６年間で54件の
共同研究と７件の製品化に向けた事業を実施
しています。これまでに、医療分野18件、健康
分野12件、農林水産分野11件、ライフサイエン
ス分野５件、工学分野４件、環境・エネルギー
分野４件の共同研究を支援しています。

□本研究発表会では、これまで支援してきた研究
の中から沖縄の伝統食と自然に関する研究に
ついて４名の研究者からご発表いただきます。
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売り込み
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公益財団法人沖縄科学技術振興センター 国立大学法人琉球大学／沖縄工業高等専門学校主 催 後 援


